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第
皿
章

渉
外
的
法
律
関
係
と
し
て
の
国
際
結
婚
と
離
婚

一
、
緯
国
人
と
外
国
人
夫
婦
の
総
離
婚

二
、
韓
国
人
夫
と
外
国
人
妻
と
の
離
婚

三
、
輯
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と
の
離
婚

結
び
に
か
え
て
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第

I
章

問
題
の
所
在

「
東
ア
ジ
ア
裁
判
外
紛
争
解
決
機
構
化
」
を
主
題
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
な
ぜ
今
、
「
東
ア
ジ
ア
裁
判
外
紛
争
解
決
機
構
」

(E
A

(1
)
 

A
D
R
)
か
、
と
い
う
問
題
が
提
起
を
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
大
き
く
三
つ
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
第
一
に
、
二

0
0
五
年
の
「
国
勢
調
査
」
で
、
定
住
外
国
人
一
五
五
万
人
、
厚
生
労
働
省
調
査
で
結
婚
七
一
万
組
／
同
年
の
う
ち
、

外
国
人
と
の
結
婚
は
四
万
組
（
一
七
組
に

一
組
の
割
合
）
、
愛
知
県
、
山
梨
県
、
栃
木
県
な
ど
、
多
く
の
県
で
外
国
人
労
働
者
の
世
帯
数
が

(2
)
 

激
増
し
て
い
る
。

第
二
に
、

第
三
に
、

ア
ジ
ア
特
化
の

A
D
R
の
必
要
性
が
国
家
間
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
点
か
ら
も
高
ま

っ
て
い
る
。
ま
ず
日
輯
関
係
は
友
好
関

係
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
安
定
的
な
関
係
で
は
な
い
。
ま
た
日
・
中
関
係
も
関
係
を
持
続
し
て
い
る
も
の
の
、
最
近
の
両
国
関
係
は
安

(3
)
 

定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
発
表
さ
れ
た
世
論
調
査
の
結
果
は
、
回
答
者
の
六
六
％
が
過
去
「
最
悪
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

E
A
A
D
R
が
求
め
ら
れ
て
い
る
第
三
は
構
造
的
側
面
を
考
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、

日
・

中
・
輯
の
三
国
の
渉
外
生
活
関
係
か
ら
生
じ
る
法
的
な
紛
争
を
調
整
す
る
裁
判
外
の
調
整
機
関
は
緊
急
に
設
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
小
論
で
は
、
上
記
の
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
全
体
の
枠
組
と
し
て
、
ま
ず
、
「
は
じ
め
に
」
第

一
章
で
、
「
問
題
の
所
在
」
を
述

べ
、
つ
ぎ
に
、
第
二
章
で
は
、
韓
国
に
お
け
る
離
婚
の
諸
相
を
、
第
三
章
で
は
、
渉
外
的
法
律
関
係
と
し
て
の
国
際
結
婚
と
離
婚
問
題
を

(
4
)
 

素
描
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
の
法
秩
序
の
変
化
や
あ
り
方
を
考
察
、
分
析
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
最
近
の
韓
国
に
お
け
る
結
婚
と
離
婚
が
激
増
し
て
い
る
一
っ
の
現
象
と
し
て
、
国
際
結
婚
と
国
際
離
婚
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
、
第
三
章
で
、
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
韓
国
人
と
の
国
際
結
婚
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人
格
的
な
効
果
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、
同
居
・
協
力
義
務
の
消
滅
で
あ
る
。

で
は
、
以
下
で
は
、
輯
国
に
お
け
る
離
婚
の
実
態
を
、
統
計
を
用
い
な
が
ら
、
も
う
少
し
考
察
し
て
お
き
た
い
。

結
婚
と
は
、
男
女
両
性
の
人
間
が
行
う
契
約
に
よ
っ
て
、
夫
婦
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

す
る
と
様
々
な
法
律
効
果
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
夫
婦
の
「
同
居
・
協
カ
・
扶
助
義
務
」
の
よ
う
に
、
常
識
的
に
当
然

(5
)
 

と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
離
婚
と
は
、
夫
婦
関
係
の
解
消
で
あ
る
。
離
婚
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
人
格
的
な
効
果
、
財
産
上
の
効
果
、
子
の

(6
)
 

扱
い
な
ど
が
あ
る
。

①
人
格
的
な
効
果

②
財
産
上
の
効
果

一
、
韓
国
に
お
け
る
結
婚
と
離
婚
＿
般
状
況

あ
る
。

と
離
婚
の
問
題
が
多
い
の
は
、

な
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
（
日
本
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
韓
国
な
ど
）

ゆ
る
知
識
や
知
恵
を
動
員
し
て
、
国
際
離
婚
問
題
（
相
続
・
養
育
費
・
慰
謝
料
な
ど
）

一
旦
、
婚
姻
関
係
が
成
立

日
本
と
中
国
の
国
籍
を
持
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
国
際
離
婚
問

題
や
そ
れ
に
伴
う
様
々
な
法
律
問
題
に
関
わ
る
紛
争
の
解
決
は
、
準
拠
法
の
決
定
に
よ
る
法
律
に
よ
る
紛
争
解
決
の
方
法
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
並
行
し
て
裁
判
外
紛
争
解
決

(
A
D
R
)
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に

の
固
有
の
文
化
的
な
背
景

を
持
っ
て
結
婚
や
離
婚
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
結
婚
や
離
婚
を
文
化
的
な
背
景
か
ら
理
解
し
、
あ
ら

や
離
婚
手
続
き
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
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離
婚
し
た
一
方
は
、
相
手
方
に
対
し
て
、
財
産
の
分
与
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

産
を
清
算
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
有
責
的
離
婚
原
因
に
よ
る
離
婚
に
お
い
て
は
、
有
責
者
が
不
法
行
為
の
要
件
を
満
た
す
限
り
、
他
方
配
偶
者
は
慰
謝
料
の
請
求

③
親
権
と
扶
養
の
問
題

(7
)
 

離
婚
に
際
し
、
子
供
を
ど
ち
ら
が
引
き
取
る
か
は
、
財
産
分
与
以
上
に
大
き
な
問
題
に
な
る
。

つ
ま
り
、
離
婚
に
際
し
て
、
夫
婦
財

親
の
未
成
熟
に
対
す
る
扶
養
に
関
し
て
は
、
親
権
と
扶
養
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
親
権
と
扶
養
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
親
権
に

は
財
産
管
理
権
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
子
の
財
産
を
管
理
す
る
権
能
で
あ
り
、
子
の
財
産
が
あ
る
と
き
に
の
み
問
題
に
あ
る
。
こ
れ
に

(8
)
 

対
し
、
扶
養
は
子
に
財
産
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
問
題
と
な
る
。

協
議
離
婚
を
す
る
場
合
に
、
未
成
年
者
が
い
る
と
き
は
、
父
母
の
一
方
を
親
権
者
と
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
記
載
が
な
け
れ
ば

離
婚
届
が
受
理
で
き
な
い
。
裁
判
上
の
離
婚
の
場
合
は
、
裁
判
所
が
父
母
の
一
方
を
親
権
者
と
決
め
る
。

以
上
の
よ
う
に
極
簡
単
に
考
察
し
た
だ
け
で
も
、
離
婚
関
係
、
す
な
わ
ち
夫
婦
関
係
の
解
消
は
複
雑
な
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
が
、
夫

婦
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
離
婚
の
合
意
が
な
さ
れ
る
場
合
は
、
協
議
離
婚
制
度
を
通
じ
て
、
離
婚
手
続
き
に
よ
っ
て
簡
単
に
行
わ
れ

る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
通
常
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
は
行
か
な
い
の
が
離
婚
に
関
わ
る
紛
争
の
実
態
で
あ
る
。

つ
ま
り
裁
判
上
の
離
婚
原
因
を
手
掛
と
し
て
、
韓
国
に
お
け
る
結
婚
と
離
婚
の
状
況
を

一
瞥
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
後
、
翰
国
に
お
け
る
外
国
人
と
輯
国
人
と
の
国
際
結
婚
と
離
婚
を
考
察
し
て
み
た
い
。

J

こ
で
は
ま
ず
韓
国
の
民
法
第
八
四

0
条、

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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ま
ず
緯
国
の
「
民
法
第
八
四

0
条
」
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

夫
婦
の
一
方
は
、
次
の
各
号
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
法
院
（
裁
判
所
）
に
離
婚
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
配
偶
者
に
不
貞
な
行
為
が
あ
っ
た
と
き
、

二
、
配
偶
者
が
悪
意
で
、
他
の
一
方
を
遺
棄
し
た
と
き
、

――
-
、
配
偶
者
ま
た
は
そ
の
直
系
尊
属
か
ら
極
め
て
不
当
な
待
遇
を
受
け
た
と
き
、

四
、
自
己
の
直
系
尊
属
が
配
偶
者
か
ら
極
め
て
不
当
な
待
遇
を
受
け
た
と
き
、

五
、
配
偶
者
の
生
死
が
三
年
以
上
判
明
し
な
い
と
き
、

(
9
)
 

六
、
そ
の
他
、
婚
姻
を
継
続
し
が
た
い
重
大
な
事
由
が
あ
る
と
き
、

な
ど
で
あ
る
。

上
記
の
韓
国
民
法
第
八
四

0
条
の
な
か
で
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
は
、
条
文
規
定
の
意
味
が
明
確
で
あ
る
が
、
第
六
号
に
つ
い
て

韓
国
の
大
法
院
判
例
は
、
民
法
第
八
四

0
条
第
六
号
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
民
法
第
八
四

0
条
第
六
号
所
定
の
婚
姻

理
由
で
あ
る

『
婚
姻
を
継
続
し
難
い
重
大
な
事
由
が
あ
る
時
は
』
と
は
、
夫
婦
間
の
愛
情
と
信
頼
が
土
台
と
な
る
べ
き
婚
姻
の
本
質
に
相

応
す
る
夫
婦
共
同
生
活
関
係
が
回
復
で
き
な
い
ほ
ど
破
綻
し
、
そ
の
婚
姻
生
活
の
継
続
を
強
制
す
る
こ
と
が
一
方
の
配
偶
者
に
耐
え
難
い

(10
)
 

苦
痛
と
な
る
場
合
を
指
す
」
、
と
判
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
翰
国
に
お
け
る
判
例
の
立
場
は
、
離
婚
請
求
に
関
す
る
限
り
、
有
責
配
偶
者
の
責
任
に
つ
い
て
厳
し
く
判
断
し
て
い
る
。
そ
れ

に
関
す
る
大
法
院
判
例
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
婚
姻
生
活
の
破
綻
に
つ
い
て
主
な
責
任
が
あ
る
配
偶
者
は
、
原
則
的

に
、
そ
の
破
綻
を
事
由
に
し
て
離
婚
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
相
手
側
も
そ
の
破
綻
以
後
の
婚
姻
を
継
続
す
る
意
志

は
不
明
な
点
が
あ
る
。
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が
な
い
こ
と
が
、
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
意
地
や
報
復
的
感
情
か
ら
婚
姻
に
応
じ
ず
に
い
る
だ
け
で
で
あ
る
、
と
い
う

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
例
外
的
に
有
責
配
偶
者
に
離
婚
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
」
、
と
明
示
し
て
い
る
。

上
記
の
大
法
院
判
例
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
斡
国
で
は
、
離
婚
請
求
権
に
関
す
る
規
定
が
極
め
て
厳
格
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
年
々
離
婚
の
数
は
激
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
や
は
り
、
こ
の
こ
と
は
現
在
の
国
際
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
無
関
係

二
、
外
国
人
と
韓
国
人
と
の
国
際
結
婚
と
離
婚

帷
国
人
と
外
国
人
と
の
結
婚
は
時
系
列
に
見
る
と
、
戦
後
の
冷
戦
期
に
お
い
て
は
占
領
軍
で
あ
る
米
国
人
と
の
結
婚
が
多
か

っ
た
の
で

あ
り
、
そ
の
後
の
経
済
復
興
期
お
よ
び
外
国
と
の
国
交
正
常
化
に
よ
っ
て
、

人
と
の
国
際
結
婚
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
簡
単
に
、
ま
ず
韓
国
に
お
け
る
離
婚

一
般
の
こ
と
に

つ
い
て

一
瞥
し
、
そ
の
後
に
渉
外
事
件
の

一
っ
と
し
て
、
外
国
人
と

第

II
章

(
-
）
総
離
婚
件
数
と
粗
離
婚
率

•

韓
国
に
お
け
る
二

0
0
六
年
に
お
け
る
離
婚
総
数
は

―
二
五
.
0
 (組
）
で、

減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
日
に
、

平
均
三
四
二
件

（組
）
が
離
婚
し
た
こ
と
に
な
り
、

二
0
0
三
年
ま
で
増
加
し
て
い
た

韓
国
に
お
け
る
結
婚
と
離
婚
の
諸
相

翰
国
人
と
の
国
際
結
婚
と
離
婚
の
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
。

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
人
、
中
国
人
、

ロ
シ
ア
人
、
そ
し
て
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム

二
0
0
五
年
よ
り
も
三

•
四
件

（マ
イ
ナ
ス

ニ
・

七
％
）
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傾
向
が
、

二
0
0
四
年
か
ら
減
少
傾
向
に
転
換
さ
れ
、
二

0
0
六
年
に
も
小
幅
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
傾

向
に
な
っ
た
主
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
有
配
偶
人
口
（
二
五
か
ら
四
九
オ
ま
で
）

入
れ
な
ど
の
影
響
で
、
離
婚
の
件
数
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
下
の
表
(
-
)
は
離
婚
の
件
数
と
粗
離
婚
率
を
示
し
て
い
る
。

の
減
少
や
、
離
婚
熟
慮
期
間
の
取
り



119 渉外的法律関係としての国際結婚と離婚に関する一考察
―—つの試論として—

(119) 

表 1 離婚件数および粗離婚率(12)

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 • 2006 

疇福井役（刊牛） 79. 9 912 0 116 7 118 0 120 0 135. 0 145 3 167. l 139 4 128. 5 125. 0 

,し嬉儀-—--泣結----（--刊--（--％----） ） 

--------------------------------------------------------------------------------------
11. 6 11. 3 25 6 1 3 2 0 15 0 10 3 21 8 -27 7 -10. 9 -3. 4 

----・・----------------------------------------------------------------------------・ ------

17 6 14 l 28 0 l l l 7 12.5 7.6 15.0 -16.6 -7 8 -2.7 

粗離婚率＊ 1. 7 2 0 2 5 2.5 2 5 2.8 3 0 3.5 2 9 2.6 2.6 
＊人口 1千名当たりの件数

175.0 

150.0 

125 0 

100 0 

75.0 

50 0 

25 0 

00 

千件

離婚件数 一 粗離婚率 167.1 

人口 1千名当たりの件数

4.0 

3.0 

2.0 

1.0 

0.0 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

図 1 離婚件数および粗離婚率の推移
(13) 
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（組
）
に
な
る
。

一、

0
0
0
名
当
た
り
に
、
離
婚
件
数
は
五

・
三
件

し
た
が

っ
て
、
有
配
偶
者
離
婚
率
は

た
こ
と
に
な
る
。

0
0
組
）
当
た
り
、

（
有
配
偶
者

0
六
件
（
組
）
が
離
婚
し

五
三
件

（
組
）
が
、
有
配
偶
者
―

1
0
0
名
（
夫
婦

（
二
）
有
配
偶
離
婚
率

・
有
配
偶
者
一

0
0
名
（
夫
婦
五

0
組
）
当
た
り
、

O・

表2 総離婚件数および有配偶者離婚率(14)

（単位．有配偶者 l千名当たりの件数）

年 度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

総離婚件数 119.982 I 135,014 I 145.324 I 167,096 I 139,365 I 128,468 I 125,032 

有配偶者率1 53 1 5 9 1 631 72 1 6 0 1 55 1 53p 
p'暫定値

千件

180,000 

150,000 

120,000 

90,000 

60,000 

30,000 

゜

有配偶者 l千名当たりの件数

9.0 こコ 総離婚件数 ー一ー有配偶離婚率
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121 渉外的法律関係としての国際結婚と離婚に関する一考察
――一つの試論として—

(121) 

半
（
三
五
ー
三
九
オ
）
の
年
齢
層
が
二
七

・
一
％
で

三
0
代

①
そ
れ
に
反
し
て
、
女
子
の
年
齢
別
離
婚
を
見
る
と
、

三
0
代
後

（
口
）
女
子
の
年
齢
別
離
婚

五
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
1
0
年
前
の
一
九
九
六
年
よ
り
も

二
―
•
三
千
件
、
三

0
代
初
半
（
三
〇
＼
三
四
オ
）

上
の
年
齢
層
で
離
婚
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、

五
五
才
以

上
の
年
齢
層
で
0
・
九
千
件
が
増
加
し
、
最
も
高
い
増
加
率
（
七

・

八
％
）
を
示
し
て
お
り
、

③
四
五
才
未
満
年
齢
層
で
は
離
婚
が
減
少
す
る
反
面
、

四
五
才
以

め
て
、
主
た
る
離
婚
年
齢
層
に
な
っ
て
い
る
。

千
件
の
離
婚
で
、

三
〇
＼
四
0
代
年
齢
層
が
七
三
•
四
％
を
占

一
九

四
オ
）
―
-
五

・
五
千
件
で
、

四
0
代
後
半
（
四
五
＼
四
九
オ
）
が

＼
三
九
オ
）

二
六

．
0
件
で
、
次
に
四

0
オ
初
半
（
四

0
1
四

②
性
別
に
見
る
と
、
男
子
の
年
齢
別
離
婚
は
三
0
代
後
半
（
三
五

四
五
歳
以
上
の
年
齢
層
で
は
離
婚
が
増
加
し
て
い
る
。

①
四
五
歳
末
満
の
男
女
の
年
齢
層
で
は
離
婚
が
減
少
し
て
お
り
、

（イ
）
男
子
の
年
齢
別
離
婚

（
三
）
性

・
年
齢
別
離
婚

表3 男子の年齢別離婚件数(16)

（単位：千件）

こ 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006直酉

計＊ 79 9 91 2 116 7 118 0 120 0 135 0 145 3 167 l 139 4 128 5 125. 0 -2 7 

15~19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l 0 l 0 l 0 1 0. l 0 l 0.0 -17. 5 

20~24 1 6 l 8 2 0 1 8 l 9 2 1 2 l 2 0 l 7 l 6 1 4 -7.2 

25~29 9 4 10 l 11 6 11 5 11 6 12 4 12 2 11 6 9 0 7 8 70 -9.7 
------------ -----------------------------------------------------------------------------------. --~— 

30~34 17 9 19 l 22 6 22. 3 22 9 26 l 27 5 30 6 24 2 21 2 19. 1 -9. 7 

35~39 20 7 23 3 29 3 28 5 27 7 30 2 31. 9 35 5 29 7 27 0 26. 0 -3.9 

40~44 14 l 17 2 23 5 24 6 25 3 29 0 31 7 36 9 29 8 27 2 25 5 -6 5 
----------------------------------------------------------------------------------------------------
45~49 8 0 9 7 13 3 13 9 14 8 17 5 20 0 24 7 21 9 20 7 21 3 2 8 

50~54 4 2 5 l 7 4 7.8 8 2 90 102 12.8 112 ll O 11.8 7 3 

55オ以上 3 6 4 6 7 0 7.4 7 5 8 5 9. 7 13 0 ll 9 12 0 12. 9 7.8 

＊未詳を含む
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（
一
九
九
六
年
）
の
三
・
八
オ
よ
り0
•

五
オ
低
く
な
っ
て
い
る

。

女
子
の
平
均
離
婚
年
齢
の
差
異
は
、

三

・
三
オ
で
、

1
0
年
前

重
が
増
加
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で
あ
る
。
そ
し
て
、
男
子
と

婚
年
齢
の
上
昇
と
二

0
年
以
上
も
同
居
し
た
夫
婦
の
離
婚
の
比

オ
、
女
子
が
四
・
五
オ
高
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
初

い
る
。

1
0
年
前
(
-
九
九
六
年
）
よ
り
も
、
男
子
が
四
．

0

0
．
七
才
多
く
な
り
、
毎
年
次
第
に
高
く
な
る
傾
向
を
示
し
て

表4

で
、
昨
年
（
二
0
0

五
年
）
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
0
•

五
オ
、

①
平
均
離
婚
年
齢
は
男
子
が
四
ニ
・
六
オ
、
女
子
が
三
九
・
三
才

（
ハ
）
男
女
の
平
均
離
婚
年
齢

て
い
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

女
子
が
三
九
．
―
―
―
歳
で
、
離
婚
の
件
数
は
毎
年
絶
え
ず
増
加
し

年
よ
り
も
五
・

-
％
が
増
加
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
、
平
均
離
婚
年
齢
は
男
子
が
四
ニ
・
六
歳
で
、

な
お
五
五
才
以
上
の
年
齢
層
で
は
、

1
0
年
前
の
一
九
九
七

〇
＼
四
四
オ
）
が
ニ
ニ
・
五
千
件
の
順
序
で
あ
る
。

が
四

-
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
次
が
四

0
代
初
半
（
四

初
半
（
三
〇
＼
三
四
オ
）
が
二
四
・
六
千
件
の
順
で
、

三

0
代

男子の年齢別離婚率(17)

（単位：該当年齢、男子人ロ一千名当りの件数）

こ＼雙 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

一般離婚率＊ 4.5 5. l 6 4 6 4 6 4 7.2 7. 7 8 7 7.2 6.6 1 6.3 

15~ l 9 0. 0 0 0 0 0 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 

20~24 0 7 0 8 l O O 9 0 9 l O l O O 9 0 8 0 8 ¥ 0. 8 

25~29 4 0 4 2 4. 9 4 9 5 0 5 6 5 8 5 7 4 5 3 9 ¥ 3. 5 
------------------- ----------- ------ --------------------- -- -------- -------------------------- / -----·—— 
30~34 7 9 8. 6 lO 2 9 9 lO O 11 2 11 7 13 0 lO 4 9 3'. 8. 7 

：、

35~39 9.3 102 127 124 122 136 147 163 134 l20ill.3 

40~44 8 6 9 8 12 6 12 4 12 2 13 4 14 l 16 3 13 2 12 3, 11. 7 
---------------------------------------------------------------------------------------------,------,.--

45~49 6 4 7 5 lO O 10 l lO 1 11 0 11 7 13 6 11 4 lO 2、lO.0 

50~54 3 9 4. 9 6 9 7 1 7 0 7 5 8 2 10 0 8 4 7 7 7. 6 

55オ以上 0 8 l O 2 4 2 5 2 5 2 7 2. 9 3 8 3 3 3 2 ~ 3. 4 
＊一般離婚率＝総離婚件数c-15オ以上の男子人口Xl.000



123 

こ
計＊

15~19 

20~24 

25~29 
------------

30~34 

35~39 

40~44 
-----------••• 

45~49 

50~54 

55オ以上
＊未詳を含む

こ
一般雛婚率＊

15~19 

20~24 

25~29 
------------

30~34 

35~39 

40~44 
------------
45~49 

50~54 

55オ以上

渉外的法律関係としての国際結婚と離婚に関する一考察
―—つの試論として一一

表5 女子の年齢別離婚件数
(18) 

(123) 

（単位 ：千件）

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 : 2006爾

79 9 91 2 116 7 118 0 120 0 135 0 145 3 167 1 139 4 128 5'125.0 ~2.7 

0 3 0 3 0 3 0 4 0 4 0 5 0 5 0 4 0 4 0 4 0.3 -17 6 
， 

5 9 6 3 6.8 6 4 6 4 7 0 7 0 6.5 5.6 5 0 4.4 -12.8 

17 2 18 3 21 6 21 1 21 2 22 9 22 8 23 2 18 1 15 7 13. 9 -ll 7 
---------------------------------------------------------------------------」------- ..~ ・ → • • 

19 9 21 9 26 7 26 7 26 9 30. 8 33. 4 38 0 30 8 27. 3 24 6 -9.7 

18 9 22 2 28.5 28.1 27 I 29 4 31 I 35 3 29.8 27 ：Bi ： 27.1 -2. 0 
lO O 12 6 18 2 19 6 20 8 24 4 26 9 32 0 26 2 23 22. 5 -5.4 
------------------------------------------------------------------------- ------
43 54 79 85 9.5 ll.4 13.5 181 160 15 r 17.3 10. 1 

l 9 2.4 3.8 4 2 4.3 4.9 5.6 7.6 6 9 6 9'8. 1 16. g 

l 3 l 8 2.8 3.1 3 3 3 7 4 4 6 0 5 6 5 9 6.8 14 3 

表6 女子の年齢別離婚率(19)

（単位：該当年齢、女子人ロー千名当りの件数）

1996 1997 1998 1999 2(XX) 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

4 4 5 0 6.3 6 3 6 3 7 0 7 5 8 6 7 1 6 5 6.2 

0 2 0 l 0 2 0 2 0 2 0 3 0 3 0 2 0 2 0 3↓ 0.2 

2 8 3 l 3 4 3 3 3 4 3 6 3.6 3 3 2 9 2. 7 i. 2. 5 
i: 

7. 6 8 0 9. 5 9 4 9 7 10. 8 ll. 2 ll 8 9 5 8 3 ; ？ 7. 2 
---------------------------------------------------------------------------------., -囀---

9. 5 lO. 6 12 7 12 4 12 3 13 8 14 7 16 8 13 8 12 5. ！ 11. 7 
9 0 lO l 12 9 12 9 12 6 14 l 15 2 16 9 13 9 12 7 12. 2 

i 
6 4 7 5 10 2 10 4 lO 5 11 7 12.5 14 7 12 2 11. 2 I 10 9 
----------------------------------------------------------------------------------I -------
3 6 4 3 6 2 6 4 6 6 7 3 8 2 lO 3 8 6 8 0'8.4 

l 8 2.3 3.6 3 8 3. 7 4 l 4 6 6 0 5 3 4 9 ; 5.3 

0 2 0 3 0 7 0 8 0 8 0 9 1 0 l 3 1 2 ｝ 1. 2 r 1. 4 
＊一般離婚率＝総離婚件数-;-15オ以上の女子人口Xl.000
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男子

女子

差異

45.0 

40.0 

35.0 

34.8 

30.0 L 

神奈川法学第42巻 1号 2009年 124 

表 7 男女平均離婚年齢(20)

（単位：オ）

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

38 6 39 l 39 8 40 0 40 l 40 2 40 6 41 3 41 7 42 l 42.6 

348 353 361 36 4 36 6 36 7 37 l 37 9 38 2 38 6 39.3 

3 8 3 8 3 7 3 6 

一令一男子 -◄- 女子

39.8 40.0 40.1 

35.3 

3 5 3 5 3 5 3 4 3 5 3 5, 3. 3 

(8頁参照）

42.1 
42.6 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

図3 男女平均離婚年齢の推移
(21) 



125 渉外的法律関係と しての国際結婚と離婚に関する一考察
―—つの試論として一

(125) 

増
加
し
て
い

る
。

りヽ

1
0
年
前
の一

九
九
六
年
よ
り
も

一・

八
％
が

③
離
婚
夫
婦
の
平
均
同
居
期
間
は
、

離
婚
は
減
少
し
て
い

る。

四
年
以
後、

増
加
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

し
か
し
、

四
年
以
下
の
同
居
夫
婦
の
な
か
で
、

輯
国
人
夫
婦
の

•

四
年
で
あ

人
夫
婦
の
離
婚
の
増
加
の
影
響
に
よ

っ
て
。
二

0
0

②
四
年
以
下
の
同
居
夫
婦
の
離
婚
の
構
成
比
は
、
外
国

い
る
。

で
、
四
年
以
下
は
二
六

・
五
％
で
、
共
に
増
加
し
て

①
二

0
年
以
上
の
同
居
夫
婦
は
、

全
体
の

一
九
・

ニ
％

（四）

同
居
期
間
か
ら
見
た
離
婚

表8 同居期間別の離婚件数および構成比
(22) 

（単位： 千件、％）

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

計＊ 79.9 91.2 116 7 118 0 120 0 135.0 145 3 167 l 139 4 128 5. 15.0 

0~4年 25 7 28 2 34 3 34 5 35 2 38 l 39 l 41 0 35 l 33 2 33. l 

5~9年 19 7 22 1 27 2 26 9 26 7 31 1 33 8 38 6 31 9 28 6 27.4 

10~14年 15 7 17 8 22 5 22 3 22 4 25 7 28.2 32 8 26 4 23 7 22.5 
ル

15~19年 ll O 13.3 18. l 18 4 18 4 20 0 21. 4 24 9 20 5 19 0 18. l 

20年以上 7.1 8 9 14 5 16 0 17 2 20 l 22.9 29 8 25 5 24 0 24 0 

構成比

計＊ 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 

0~4年 32 1 31 0 29 4 29 2 29 3 28 2 26 9 24 6 25 2 25 9 26.5 

5~9年 24 6 24 3 23 3 22.8 22 3 23 0 23 2 23 l 22.9 22.2 21.9 

10~14年 19 6 19 5 19 2 18 9 18 7 19 0 19. 4 19 6 18 9 18. 4 18. 0 

15~19年 13 8 14 6 15. 5 15 6 15 3 14 8 14. 7 14 9 14 7 14 8. 14. 5 

20年以上 8 9 9 8 12 4 13 5 14 3 14 9 15 7 17 8 18 3 18 7 19. 2 
＊未詳を含む
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表9 韓国人夫婦の離婚件数および構成比(23)

（単位：千件、％）

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

総離婚 (A) 79.9 91.2 116.7 118.0 120 0 135 0 145 3 167 l 139 4 128 5 125.0 

韓国人夫婦 (B) 78 l 89 6 115 2 116 5 118 3 133 2 143. 5 164. 9 136. 0 124 2''118.8 
r !-0-~---4--年--(-C-) --------------------------------------------------------------------------'. -" ---

24 7 27 5 33 6 33. 6 34. 2 36 9 37 9 39 6 32 6 30 0 28. l 

構成比

輯国人夫婦(B/A)
97 8 98 3 98 7 98 7 98 6 98 7 98 7 98 7 97 6 96 7 `  : ，？ →95符氾...． .. 0 5 7 ,!0--~--4-年--(-C-I-A--) 
31 -0 ---30 1 28 7 28 5 28 5 --27 -4 ---26 -l ---23 7 23 4 23 3 

「――――――------

:0~4年(C/B) 31. 7 30 7 29 l 28 8 28 9 27 7 26 4 24 0 24 0 24 l 

0.0 ·—- - - - - -

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

図4 同居期間 (4年以下、 20年以上）別、離婚の構成比の推移(24)

表10 平均同居期間(25) 

（単位年）

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

同居期限 9.6 98 104 105 106 107 109 114 11.4 11.4 11.4 

韓国人夫婦 9 8 10 0 10 5 10 6 10. 7 lO. 8 ll O ll 5 ll 6 ll 6 ll. 8 
＊未詳を除外する



127 渉外的法律関係としての国際結婚と離婚に関する一考察
―—つの試論として一

(127) 

で
あ
っ
た
。

年
子
女
の
総
数
は
―
二
四
・

三
名

た
夫
婦
の
、
二

0
歳
末
満
の
未
成

て
い
る
。
二
0
0
六
年
に
離
婚
し

は
、
全
体
の
六

O・

七
％
を
示
し

成
年
子
女
が
あ
る
夫
婦
の
構
成
比

離
婚
当
時
の

二
0
歳
末
満
の
未

の
有
無

（
五
）
離
婚
当
時
の
未
成
年
の
子
女

表11 離婚当時未成年子女有無別離婚件数および構成比
(26) 

（単位：千件、％）

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

計 79.9 91.2 116 7 118 0 120.0 135 0 145 3 167 l 139 4 128.5 125.0 

子女（有） 57.4 65 3 83 8 84 l 84 4 94. 9 101 4 114 3 91 3 81 4 75 9 
: c---l--名-------2-6 --0 -----2-9 --2 -----3-7 --0 -----3-7 --7 -----3-8 --l -----4-2 --2 -----4-3 --7 -----4-7 --8 -----3-9 --l -----3-5 0, 33. 5 
： 
: 2名 27 3 31 4 41 4 41 2 41 I 46 7 50 8 58 3 45 6 40 3 [ ！ 37. 0 

- - 0• 幽 △＇ ＇ ， ＇ ＇ :3名以上 4. l 4. 6 5 5 5. 2 5. 3 6 0 6 9 8 l 6 6 6 0 5. 5 
------------------------------------------------------------------------------ ------

子女（無） 22 5 25. 9 32 9 33 9 35 5 40. l 44. 0 52 8 48 l 47 0 49. l 

構成比

計 100 0 100 0 100. 0 100. 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 / 100. 0 

子女（有） 71.9 71.6 71.8 71.2 70 4 70 3 69 7 68 4 65.5 63.3'. 60. 7 
,! ---l--名----------------------------------------------------------------------------------- ------
32. 5 32. l 31 7 31 9 31 8 31 3 30 0 28 6 28 l 27 3 i 26 8 

： 
! 2名 34 2 34 4 35 5 34 9 34 2 34 6 35 0 34. 9 32 7 31 4 : 29. 6 

＇ ＇ :3名以上 5 2 5 1 4. 7 4 4 4 4 4 5 4 7 4 8 4. 7 4 7了1 4. 4 
- --—雫—--------------------------------------------------------------------------------------- - --- ’—m• 

子女（無） 28 l 28 4 28. 2 28. 8 29 6 29 7 30 3 31 6 34. 5 36. 7, 39. 3 

＊未詳を含む

表12 離婚当時20オ未満の子女総数(27) 

年 度 1996 1997 1998 1999 2000 2OOl 2002 2003 2004 

（単位： 千名）

2005 t 2006 

2閲未満子女数 93. 5 105. 6 136. 8 136. 2 136. 6 154. 3 166. 5 189. 6 150. 6 134. 3 ! 124. 3 
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婚
か
・
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③
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神
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・
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体
的
虐
待

四
・

三
％
を
占
め
て
い
る
。

で
あ
る
が
、
こ
の
①
②
が
全
体
の
六

①
性
格
の
差
異
：
・
・
・
・
四
七
・
七
％

②
経
済
問
題
：
・
:
・
-
四
・

六
％

（
六
）
離
婚
事
由
と
離
婚
種
類
別
離
婚

（
イ
）
離
婚
事
由
に
よ
る
離
婚

表13 離婚事由別離婚件数および構成比
(28) 

年度 2000 200 l 2002 2003 2004 2005 2006 

計 120 0 135 0 145 3 167 1 139 4 128 5 125 0 

配偶者不貞 9 7 l l 8 12 6 12 3 9 7 9 7 9.4 

精神肉体的虐待 5 2 6 3 6 9 7 2 5 9 5 7 5.6 

家族間不和 26 3 23 8 20 9 2 l 7 14 0 12 2 l l. l 

経済問題 l 2 8 15 6 19 7 27 4 20 5 l 9 l 18. 3 

性格差異 48 2 58 l 65.0 75. 7 68 8 63 2 62.2 

健康問題 l l 1 0 0 9 l 0 0.9 0 8 1 0 

そ の 他＊ l 6 8 l 8 5 l 9 3 2 l 8 19. 7 17 7 17.4 

構成比

計 100 0 l000 100 0 100 0 100 0 l000 100. 0 

配偶者不貞 8 1 8. 7 8 6 7 4 7 0 7 6 7 6 

精神肉体的虐待 4 3 4. 7 4 8 4 3 4 2 4 4 4、5

家族間不和 21 9 17 6 14.4 13 0 lO 0 9 5 8 9 

経済問題 1 0 7 l l 6 l 3 6 l 6 4 14. 7 l 4 9 14.6 

性格差異 40 l 43 0 44 7 45.3 49 4 49 2 49 7 

健康問題 0 9 0 7 0 6 0 6 0 6 0 6 0.8 

そ の 他＊ l 4 0 13 7 13 3 l 3 l l 4 l 13 8 13.9 
＊未詳含む
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計

協議離婚

裁判離婚

計

協議離婚

裁判離婚

未詳を含む
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図5 離婚事由別構成比の推移(29)

表14 離婚種類別による離婚の件数および構成比
(30) 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 

79 9 9 l 2 l l 6 7 l l 8 0 120 0 135 0 145 3 l 67 l 139 4 

64 4 73 9 97 6 98 9 100 2 l l l 7 l 2l 9 143 6 l l 7 6 

l 4 8 l 6 8 1 9 ] 18 9 l 9 2 22 6 22 7 22 3 21 0 

構成比

l 00 0 100.0 100.0 100 0 100. 0 100 0 100 0 100 0 100 0 

80 6 8l o 83 6 83 8 83 5 82 7 83 9 85 9 84 4 

l 8 5 l B 5 16 3 16 0 16 0 l 6 8 15 6 l 3 4 15 1 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

図6 離婚種類別による離婚の推移(31)

(129) 

(12頁参照）

■ その他問題

が 家族間不和

■経済問題

● 性格差異

（単位：千件、％）

2005 2006 

128 5 125.0 

l l l l 108.3 

l 6 5 16 4 

100 0 l000 

86 5 86. 7 

12 8 13. l 

● 裁判離婚

● 協議離婚
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本
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市
・
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）
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％
 

②

ソ
ウ
ル

離
婚
率
）

（市
・
道
別
離
婚
と

（七
）
地
域
別
離
婚

市 ・道別離婚件数および離婚率(32)

（単位： 件、％、 人口 l千人当たり）

離婚件数 構成比 粗離婚率
年 度

2005 2006 
増減 増減率

2005 2006 2005 2006 

全 国 128,468 125,032 -3. 436 -2 7 100 0 100.0 2.6 2 6 

ソウル 25,300 24,354 -946 -3 7 19 7 19 5 2 5 2 4 

釜 山 9,905 8,953 -952 -9.6 7 7 7 2 2 7 2 5 

大 郎 5,916 5,490 -426 -7 2 4 6 4 4 2.3 2 2 

仁 Jll 8,646 8, 132 -5l4 -5 9 6. 7 6 5 3 3 3 1 

光 州 3, 127 2,974 -l53 -4 9 2 4 2 4 2 2 2 1 

大 田 3,328 3,287 -4l -l 2 2 6 2 6 2 3 2 3 

尉 山 2,780 2,825 45 l 6 2 2 2 3 2 6 2 6 
---------------------------------------------- - ••~ - - -“→ - --------.. -------------- ----- ----------
宗． 幾 30,358 30,003 -355 -l 2 23 6 24 0 2 9 2 8 

江 原 4, 105 3,985 -120 -2 9 3.2 3 2 2 7 2 6 

I中L:,¥ jも 3,469 3,438 -3l -0 9 2 7 2 7 2 3 2 3 

、中"'' 南 4,594 4,647 53 l 2 3 6 3. 7 2 3 2 4 
-------------------------------------------------------------------------------------------------

全 北 4,471 4,448 -23 -0 5 3.5 3 6 2 4 2 4 

全 南 4,394 4,423 29 0 7 3 4 3 5 2 2 2 3 

慶 北 5,828 5,604 -224 -3 8 4 5 4.5 2.2 2. l 

慶 南 7,844 7,603 -241 -3 l 6 1 6 l 2 5 2 4 

済 州 l, 663 l, 6 l 3 -50 -3 0 l 3 l. 3 3.0 2.9 

国外を含む
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示
し
て
い
る
。

二
年
の
六
五
・
三
％
よ
り
も
、

②
都
市
別
粗
離
婚
率
（
人
ロ
一
千
名
当
た
り
の
離
婚
件
数
）
は
仁
川
三
・

一
、
済
州
ニ

・
九
、
京
畿
ニ
・
八
、
順
に
現
れ
て
い
る
。

③
粗
離
婚
率
が
低
い
市
・
道
は
光
州
、
慶
北
で
そ
れ
ぞ
れ
ニ
・
一
％
で
あ
る
。

渉
外
的
民
事
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争
事
件
と
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て
の
国
際
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婚
と
離
婚
問
題

外
国
人
と
の
離
婚
は
、
毎
年
増
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、
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0
0
六
年
に
は
緯
国
の
離
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総
数
の
五
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O
%
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め
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う
に
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っ
た
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-
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国
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の
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国
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と
の
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ソ
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(33) 
表16 韓国人と外国人夫婦の離婚

(133) 

（単位： 件、％）

年 度 2002 2003 2004 2005 2006 

総離婚 145.324I 167.096 I 139,365 I 128.468 I 125.032 

外国人と⑪怠雛婚(B弐托）） 1. 866 I 2. 164 I 3,400 I 4. 278 I 6. 280 
'--------------. ----------,-------------.. -------------, -------------,--------------, ----.. ・-・・-・-
！総離婚対比講成比(B/A) I 1. 3 I 1. 3 I 2. 4 I 3. 3 I 5. 0 
し ——. --・ ---------. ---------・-----. -------- • -------------. -------------・--------------・-・ -----------

齋 減ー 298I 1. 236 I 878 I 2. 002 
-----------------・ ----・ ----------------------------------------------------------------.. ・・-. -----
増減率― 16.0I 51.1 I 25.8 I 46.8 
韓国人夫＋外国人妻(C)I 401 I 583 I 1,611 I 2.444 I 4.010 
'-------------. -----------,-------------.. -------------, -------------,--------------, ----―・・-・----
総離婚対比構成比(C/A) I 0. 3 I 0. 3 I l I 1. 9 I 3. 2 . -------------------------・---------. --. -• -------------. -------------.. -------------.. --. -----. ---
増
9

9

9

9
 

減 率 45.4 176.3 51.7 64. l 

饂一人妻＋外国足(p)1--［翠［ー］互り］ー一―----]，7-8, ----l,-8j4 ←--―ぎ翌ー。:
：離婚対：成比(DIA; 1 -0 : ： I ; : 1 ; ： | ; : 

4,010 

0

0

0

 

0

0

 

0

5

 

，
 

ー

■韓目人夫・外国人妻

■醤旦人要・叡

2002 2003 2004 2005 2006 

(34) 
図7 韓国人と外国人夫婦の離婚の推移
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表17
(35) 

韓国人夫と外国人妻・韓国人妻と外国人夫との都市別離婚

（単位件，％）

2006年

麟徴韓戸構砒1鱈徴韓庄：構砒II麟徴韓叩：構砒1鯛墳韓叩：構眺

：外国人妻! I !外国人妻! II !外国人妻： ：外国人妻：

2005年 2006年 2005年

全国＊ 1128,468! 2, 444! l. 91125, 032! 

ソウル 25,300:

釜山

大邸

仁川

光州

田

山

大

尉

忠南

全北

南

北
全

慶

慶南

済州

9, 905i 

30: 0. 5 

70: 0. 8 

18: 0. 5 

17: 0. 5 

2. 6 II 2, 752! 4 ! 0. l I 2, 790! 9 ! 0. 3 
-------------------------------------------------------------------------------------------

2 8 30, 61 3i 338 l l I 29, 979380'1 3 
2. 711 3. 827! 2s: o. 7 

, , I f38! 149! 4. 3 II 3,333: 16: 0. 5 
4, 594[ 118[ 2. 6 I 4, 647[ 168[ 3. B 11 4, 371[ 19[ 0. 4 

-------•--------・--------• -----. ------- -· —-------• -----H --------• -------―・----->--------’一―-----―------

4,471! 94! 2. l I 4,448: 193! 4.311 4,289! 27! 0.6 I 4, 11¥ 40! 1.0 

: : II !38! 15! 0. 41 3, 790! 31 ! 0. 8 

i04[ 228j 4. l II 5, 434! 23! 0. 41 5, 032[ 39[ 0. 8 

m 247[ 3. 211 7. 572[ 34[ o. 41 7. 287j 47[ o. 6 
il3: 50[ 3.1 II l,612[ 25[ l.61 l,563j 29[ 1.9 
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年

て
い
る
。

で
、
毎
年
増
加
し

婦
は
七
九
・
九
％

婚
の
な
か
で
、

四

間
こ

〇
＼
四
年）

【
ハ
】
韓
国
人
と
外
国
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(135) 

二
三

・
七
％
で
あ
る
。
（
表
9
参
照
）

③
そ
れ
に
反
し
て
、

韓
国
人
夫
婦
間
の
四
年
以
内
の
、
離
婚
比
率
は

婚
比
率
は
九

O
・六
％
に
達
し
て
い

る。

0
％
で
あ
る
反
面
、
韓
国
人
夫
と
外
国
人
妻
の
四
年
以
内
の
、
離

②
翰
国
人
妻
と
外
国
人
夫
間
の
、
四
年
以
内
の
離
婚
比
率
は
六

た
も
の
で
、
毎
年
高
く
な

っ
て
い
く
傾
向
で
あ
る
。

t
+
6
、

9
,h̀

 二
0
0
二
年
の
六
五

・
三
％
よ
り
も

一
四
・
六
％
増
加
し

表18 同居期間が0~4年である韓国人と外国人夫婦の離婚構成比(36)

年 度 2002 2003 2004 2005 

（単位 ：件，％）

2006 

公
‘el
愉 離 婚 145,324 167,096 139,365 128,468 125,032 

外国人との総離婚数(A=C+E)I l.866 I 2,164 I 3,400 I 4,278 I 6,280 
'-----------------------, --------------'-------------.. --------------,--------------,--------------
洞居期閻0~4年(B/A)I 1,218 I 1,441 I 2,456 I 3,264 I 5,016 
C -.. --. --. --...... -............... -... -C........ -.. -. -C --.. -.........,........ ------;... ••-•... . •• . 

構成比 (B/ A) I 65. 3 I 66. 6 I 72. 2 I 76. 3 I 79. 9 

韓国人夫＋外国人妻(C)I 401 I 583 I 1. 611 I 2. 444 I 4, 010 
--------------------------------------------------------------------・-------------------・ー一ー・・→鱒―---

同居期問0~4年(0)I 347 I 509 I l, 443 I 2, 178 I 3, 632 
--------------------------------------. -----------------------------・-------------- - --ヽ—-------0• - -

構成比 (o/ C) I 86. 5 I 87. 3 I 89. 6 I 89. 1 I 90. 6 

韓国人妻＋外国人夫(E)I 1. 465 I l, 581 I l, 789 I l, 834 I 2. 270 
--------------------------------------------------------------------・-----------------------------
同居期間0~4年(F)I 871 I 932 I l, 013 I l. 086 I 1, 384 
----------------------- -------------. -----------------------------・---------------------------・-
構成比 59.5 I 59. o I 56. 6 I 59. 2 I 61. o 
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【
二
】
緯
国
人
と
外
国
人
夫
婦
の
平
均
同
居
期
間

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
韓
国
人
夫
婦
の
同
居
期
間
は
増
加
し
て
い
る
が
、
外
国
人
の
平
均
同
居

①
二

0
0
六
年
に
、
離
婚
し
た
緯
国
人
と
外
国
人
夫
婦
の
平
均
同
居
期
間
は
、
韓
国
人
夫
と
外
国
人

妻
の
夫
婦
が
―
―
―
・
ニ
年
で
、
外
国
人
夫
と
翰
国
人
妻
の
平
均
同
居
期
間
は
五
・
八
年
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
人
夫
婦
の
平
均
同
居
期
間
は
一

―
•
八
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
半
分

②
二
0
0

二
年
と
比
較
し
て
み
る
と
、
韓
国
人
夫
と
外
国
人
妻
の
夫
婦
の
平
均
同
居
期
間
は

0
•
四

年
（
三
・
六
年
か
ら
―
―
―
•
一
一
年
）
に
減
少
し
て
お
り
、
外
国
人
夫
と
韓
国
人
妻
の
夫
婦
の
平
均
同

居
期
間
は
0
•

一
年
（
五
・
九
年
か
ら
五
・
八
年
）
に
減
少
し
て
い
る
。

よ
り
も
短
い
。

期
間
は
減
少
し
て
行
く
傾
向
で
あ
る
。

表19
(37) 

韓国人と外国人夫婦の平均同居期間

（単位：年）

年 度 2002 2003 2004 2005 2006 

韓外国国人人夫婦と
韓国人夫＋外国人妻 3 6 3 7 3 3 3 4 3 2 
---------------------------------------------------------------------------------------

外国人夫＋韓国人妻 5 g 5 9 6 2 6 l 5.8 

韓国人夫婦 韓国人夫＋韓国人妻 ll 0 11 5 ll. 6 ll. 6 11 8 
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(137) 

三
0
代
が
二
九
・
七
％

―
1
0
代
が
三
九
・
六
％

0
ー
一
二
四
オ
）
が
五
九
三
件
(
-
四
・
八
％
）
の
順
で
あ
る
。

①
輯
国
人
夫
と
離
婚
し
た
外
国
人
妻
の
年
齢
別
に
よ
る
離
婚
は
、
二

0
代
後
半
（
二
五
才
＼
二
九
オ
）
が
七
九
八
件
(
-
九

・
九
％）、

二
0
代
初
半
（
二
九
ー
ニ
四
オ
）
が
七
九

0
件
(
-
九

・
七
％
）
、

三
0
代
後
半
が
五
九
八
件
(
-
四
・
九
％
）
‘
―
―

1
0
代
初
半
（
三

二
0
代
の
外
国
人
妻
が
三
九
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。

【口】

韓
国
人
夫
と
離
婚
し
た
外
国
人
妻
の
年
齢
お
よ
び
国
籍
別
の
離
婚

②
中
国
人
妻
は
、
他
の
国
家
に
比
較
し
て
、
累
積
件
数
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
離
婚
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
妻
の
離
婚
は
、
二

0
0
五
年
に
続
ぎ
、

二
0
0
六
年
に
も

一

フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン

一
七

一
件
（
四

・
三
％
）

順
に
な

っ
て
い
る
。

日
本
が
二

0
二
件
（
五
．

0
％）

ベ
ト
ナ
ム
が
六
一

0
件

(
-
五
・
ニ
％
）

中
国
が
二
、
五
五

一
件

（六
三

・
六
％
）

①
翰
国
人
夫
と
外
国
人
妻
と
の
離
婚
は
四
、

0
1
0
件
で
、

（二）

韓
国
人
夫
と
外
国
人
妻
と
の
離
婚

【
イ
】
韓
国
人
夫
と
外
国
人
妻
と
の
離
婚

-
％
の
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。

韓
国
人
夫
と
離
婚
し
た
外
国
人
妻
の
国
籍
は
、
中
国
が
六
三
・
六
％
を
占
め
て
最
も
多
い
。
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表20 外国人妻の国籍別の離婚件数および構成比
(38) 

（単位：件、％）

2002:構咸比;I2003 :構祗比― 2004:構威比― 2005:構成比ー 2006'----…,～-----構成比：増減率

計 401i 100. o I 583 ! 100. o 11. 611 ! 100. o 12. 444 ! 100. o I 4. 010 i 100. o i 64. 1 
r“―----------! -------'-------1-------J_ ------t------―し—-------------J  -------t-------!-—- ----J---~ ---

i中 国 181:45. l I 275! 47.21 841: 52.211,431: 58.612,551 ! 63.6; 78.3 
; ------------!-------;-------1-------; -------1-------~ -------1-------;-------(-------: ---――・-ャ---—• -iベトナム 7! l.7J 28! 4.8J 147! 9.lJ 289! ll.8J 610! 15.2jlll.l 
----------'------_, ------_,_ ------,_ ------. -------• ------_,_ ------, -------'--------------・-------
i日本 97!24.2I 121 i 20.8I 145! 9.ol 1ss! s.9I 202! 5.o! 20.2 
ト—-----------4-------f-------1-------a-------1-------, -------1-------i------- f- —•—• --：-← --―一＿―：→―→----

！フィリピン 29! 7.21 44! 7.5j 112! 7.0J 142! 5.8J 171! 4.3; 20.4 
-- --- -- ------,--- -- --• ------ -,- ---- - —• --------------r -～ ---- ------―→ -----------～ --~ --＂ →-------
：モンゴル 10! 2.51 6 i 1.01 83! 5.21 116! 4.71 132! 3.3! 13.8 
~ - ---------- - ➔- -----—ト――------------ j ----- -- 1 ------ —トー― ------------j-------f-------：--------:-------

：ウズベキスタン 3 i o.71 161 2.71 67! 4.21 75! 3.1 I 105! 2.s1 40.o 
-------・.. --, -------'-------,-------,-------'-------r -------,-------, -------;・ •-----~- • -•-•,-·••··· 

i米国 21i 5. 2 I 27 i 4. 6 I 74 ! 4. 6 I 62 i 2. 5 I 73 i l. Bi 17. 7 
, ------- ----- ! ------―し—-------------, __ -----t ----- -— し —-------------~ -------;-―→ ----c------"·-·• --· 
iその他 53! 13.2I 66! 11.31 142! 8.8I 161! 6.6I 166¥ 4.1! 3.1 

年 度

ー冒＿t
；四

．． 叩

~

-

I

 

％

％

 

4.8 

ー
，ょ―

ー～ ； 

2003 

• その他国籍

日 本

•ベトナム

鰻 中 国

図 8

2006 

外国人妻の国籍別の離婚の構成比の推移
(39) 

2004 2005 

的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

年
齢
層
の
構
成
比
は
、
他

②
ベ
ト
ナ
ム
と
ウ
ス
ベ
キ

ス
タ
ン
の
二

0
代
以
下
の

の
国
家
の
人
々
よ
り
比
較

る
。
八
・
七
％
を
占
め
て
い

四

0
代
の
年
齢
が
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計

15~19 

20~24 

25~29 
-----------

30~34 

35~39 

40~44 
-----------

45~49 

50~54 

55オ以上

計

15~ 19 

20~24 

25~29 

30~34 

35~39 

40~44 

45~49 

50~54 

55オ以上

計

4,010 

216 

790 

798 

渉外的法律関係としての国際結婚と離婚に関する一考察
一つの試論として—

表21 外国人妻の年齢および国籍別による離婚
(40) 

中 国ベトナム日 本フィリピン モンゴル恢ベキスタンl

2,551 610 202 l7l 132 105 

4 170 l 14 5 14 

311 304 5 62 42 43 

480 85 39 45 46 33 
---------- ----------------------------------------------- ---------

593 397 31 57 33 27 10 

598 482 13 38 13 8 l 

440 388 3 26 2 3 2 
---------- --------- ---------... - --------------- --------- --------

308 263 3 19 2 l 2 

170 150 1 7 

97 76 lO 

構 成 比

100 0 l()()0 100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 

5 4 0 2 27 9 0 5 8 2 3.8 13 3 

19 7 12 2 49 8 2 5 36 3 31 8 41 0 

19 9 18 8 13 9 19 3 26 3 34 8 31 4 

14 8 15.6 5 l 28 2 19 3 20 5 g 5 

14 9 18 9 2 l 18 8 7 6 6. l l. 0 

ll l 15 2 0 5 12.9 l 2 2 3 l 9 

7 7 10 3 0 5 9 4 l 2 0 8 l 9 

4 2 5.9 0 2 3 5 

2 4 3 0 5 0 

(139) 

（単位：件，％）

米 国その他

73 166 

8 

2 21 

6 64 
--------- ---------

16 22 

13 30 

7 ， 
--------- ---------

13 5 

6 6 

10 l 

100 0 100 0 

4.8 

2 7 12 7 

8 2 38 6 

21 9 13.3 

17.8 18. l 

9 6 5 4 

17 8 3 0 

8 2 3 6 

13 7 0 6 
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④
国
籍
別
で
は
、
中
国
が

―二
件
、
日
本
が
五
五
件
、
ベ

ト
ナ
ム
四
五
件
で
あ
っ
た
。

【
ハ
】
翰
国
人
夫
と
外
国
人
妻
の
離
婚
夫
婦
の
、
二

0
オ
未
満
の
未
成
年
子
女
の
有
無
別
離

外
国
人
妻
と
の
離
婚
夫
婦
の
な
か
に
は
、
九

O
・
六
％
は、

二
0
オ
未
満
の
未
成
年

①
緯
国
人
夫
と
外
国
人
夫
婦
の
離
婚
件
数
四
、

0
1
0
件
の
な
か
で、

②
離
婚
当
時
、
二
0
オ
未
満
の
未
成
年
子
女
を
持

っ
て
い
た
韓
国
人
夫
と
外
国
人
妻
の

夫
婦
の
離
婚
は
、

で
あ

っ
た
。

③
未
成
年
子
女
の
数
は
、

一
名
が
ニ

―
五
件

二
名
が
七
七
件
、
三
名
以
上
は

一
七
件

三
0
九
件
で
七

・
七
％
を
占
め
て
い
る
。

（九
O
・
六
％
）
は
、
二
0
オ
未
満
の
未
成
年
子
女
が
な
か
っ
た
。

の
子
女
が
な
い
。

婚

三
、
六
三
五
件

表22 外国人妻の離婚当時、当時20オ未満の子女の有無別離婚(41)

（単位 ．件，％）

計 構成比 中国 ベトナム 日 本フィリピンモンゴルりズペキスタ）米 国その他

計＊ 4,010 100 0 2,551 610 202 171 132 105 73 166 

子女 （有） 309 7 7 112 45 55 19 11 7 27 33 
------------------------------------------------・--------------- --- ... - - - - - -囀

l名 215 5 4 77 32 36 15 6 5 20 24 

2名 77 l. 9 27 13 13 4 5 2 5 8 

3咎辻 17 0.4 8 6 2 1 

3,635 90 6 2,396 557 140 150 120 96 45 131 
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(141) 

②
日
本
人
夫
と
の
離
婚
は
、
高
年
齢
層
で
多
く
見
ら
れ
る
。

（三）

韓
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と
の
離
婚

【イ
】
韓
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と
の
離
婚

韓
国
人
妻
と
離
婚
し
た
外
国
人
夫
の
国
籍
は
、

①
韓
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と
の
離
婚
は
二
、
二
七

0
件
で
、

こ
こ
で
、

-
％
）、
米
国
二
三
八
件

(
1
0

•

五
％
）
の
順
で
あ
る
。

日
本
人
夫
の
離
婚
比
重
が
高
い
の
は
、
そ
の
間
の
婚
姻
の
累
積
数
が
他
の
国
に
比
べ
て
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
推

【
口
】
韓
国
人
妻
と
離
婿
し
た
外
国
人
夫
の
年
齢
お
よ
び
国
籍
別
に
見
た
離
婚

五
五
才
以
上
の
外
国
人
夫
が
二
五
・
ニ
％
を
占
め
て
い
る
。

①
韓
国
人
妻
と
離
婚
し
た
外
国
人
夫
の
年
齢
別
離
婚
は
、
五
五
才
以
上
が
五
七
三
件
（
二
五
・
ニ
％
）

1
四
九
オ
）

三
四
0
件

(-
五

．
0
%）

②
中
国
人
夫
と
の
離
婚
は
三

一
九
件
で
、

測
さ
れ
る
。

日
本
が
六
七

・
ニ
％
を
占
め
て
い
る
。

日
本
が

一
、
五
二
五
件
（
六
七

・
ニ
％
）
、
中
国
が
三
一
九
件
(
-
四

・

一
四
・

一
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
前
年
よ
り
も
一
五
七
・

三
％
の
増
加
率
を
見
せ
て
い
る
。

で
、
五

0
代
初
半
（
五

0
ー
五
四
オ
）

で
、
四

0
代
後
半
（
四
五
オ

三
三
六
件
(
-
四
・
八
％
）

の
順
で
あ
る
。
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表23 外国人夫の国籍別による離婚件数および構成比(42)

（単位 ：件，％）

2002:構咸比― 2003:構咸tt―2004:構咸tt―2005:構咸比―2006r構咸厨構成比

計 l,465 ! 100. 0 I l, 581 ! 100. 0 I l, 789 ! 100. 0 I l, 83(100. 0 I 2,270 l 100. 0 i 23. 8 
------------J _ ------'------_,_ ------J_ ------J -------'------_,_ ------J -------, _ ------し-------’-------

：日本 l.160[79.211,218[ 77.0ll,351[ 75.511,343[ 73.211,52(67.2[ 13.6 
し—------------------~ -------1-------., -------!-------~ -------1-------; -------f-------:-------,-------

i中国 51! 3. 5 I 36 ! 2. 3 I 45 ! 2. 5 I 124 ! 6. 8 I 319 i 14. l j 157. 3 
------------—し—-------------4 - - - - - - - - - - - --—し— -------------」 - - - - - - - -- - - - - -L  - - - - - - 4 - - - - - - -i米国 180!12.31 226! 14.31 264! 14.81 219! ll.91 238! 10.5! 8.7 

ト—------------------ f- ------1--- ---- —: --------------:---------------, -------f-------:-------~-------

：パキスタン 3 ! 0.21 g ! 0.61 16! 0.91 25! 1.41 33! 1.5! 32.0 
"- - -- -- --- -- -•- - --- -— --- -----,------— ,-------•------ -- -- -----,- ---- - —--------'------―------—•-------iカナダ 7 ! 0. 5 I 20 ! l. 3 I 11 ! 0. 6 I 21 ! l. l I 30 j l. 3 i 42. 9 

------_, ------_,_ ------」------- --------------,  __ -----

i } （ングうディシ］ 6 : o. 4 I 5 : o. 3 I g : o. 5 I 11 : o. 6 I 17: o. 7: 54. s 
し—------------------~ -------1-------; _ ------! -------~ -------1-------;―-------------r ------」-------

；台湾 7! o. 5 I 4 ! o. 3 I 11 ! o. 6 I 11 ! o. 6 I 12 l o. s ! s. 1 
------------1-------; -------1-------~-------t -------~ -------1-------~ -------t------・;-------4-------

iその他 51 ! 3. 5 I 63 ! 4. o I 82 ! 4. 6 I 80 ! 4. 41 oo i 4. 2 i 20. o 
' ----―-―’---------」

一
1,-t., 

ーーー
9,
-：

114., 
-1
 

• その他国籍

i3米国

■中 国

■日本

2002 2003 2004 2005 2006 

図 9 外国人夫の国籍別離婚構成比の推移
(43) 
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計

計 2,270 

15~ 19 

20~24 35 

25~29 116 

30~34 259 

35~39 298 

40~44 313 

45~49 340 

50~54 336 

55オ以上 573 

計 l()()0 

15~19 

20~24 1 5 

25~29 5 l 

30~34 11 4 

35~39 13.1 

40~44 13.8 

45~49 15 0 

50~54 14 8 

55オ以上 25 2 

渉外的法律関係としての国際結婚と離婚に関する一考察
―—つの試論 と して＿

(44) 
表24 年齢別による外国人夫との離婚

日 本中 国米 国パキスタン カナダlりグうディ泊

l. 525 319 238 33 30 17 

， 4 19 l 
36 25 32 4 4 

95 57 49 ， 12 ， 
156 51 44 12 lO 4 

195 60 32 4 l 3 

235 67 28 1 2 l 

271 40 15 l l 

528 15 19 l 

構 成 比

100 0 100 0 100 0 100 0 100 0 100.0 

0 6 l 3 8.0 3.0 

2 4 7 8 13 4 12 l 13 3 

6 2 17 9 20 6 27 3 40 0 52 9 

10. 2 16.0 18 5 36 4 33.3 23. 5 

12 8 18 8 13.4 12. l 3 3 17 6 

15 4 21 0 11 8 3 0 6 7 5 9 

17 8 12 5 6 3 3 0 3 3 

34 6 4 7 8 0 3 0 

(143) 

（単位：件％）

台 湾その他

12 96 

1 14 

3 25 

2 19 

1 17 

4 2 

l 7 

lO 

100 0 100 0 

2 1 

8 3 14 6 

25 0 26 0 

16.7 19.8 

8 3 17 7 

33 3 2 l 

8 3 7 3 

10. 4 
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で
あ
る
。

④
国
籍
別
と
し
て
は
、

三
件
に
過
ぎ
な
い
。

の
離
婚
は
二

二
0
件
で
九
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。

【ハ】
翰
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と
の
離
婚
夫
婦
の
、

外
国
人
夫
と
の
離
婚
し
た
夫
婦
の
な
か
で
は
、

六
四
件
（
八
六

・
五
％
）

②
離
婚
当
時
、

二
0
オ
未
満
の
子
女
の
有
無
別
に
よ

八
六
・
五
％
は
二

0
オ
未
満
の
未

は
二

0
オ
未
満
の
未
成
年
子
女
が
な
い
。

二
0
オ
未
満
の
未
成
年
の
子
女
を
持

っ
た
緯
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と

③
未
成
年
の
子
女
が
一
名
の
場
合
は
一
四
八
件
で
二
名
は
五
九
件
、
三
名
以
上
は
一

日
本
が

一
0
1
1一件
、
米
国
五
四
五
件
、
中
国
が
三
0
件
の
順

①
韓
国
人
妻
と
外
国
人
夫
と
の
夫
婦
の
離
婚
の
二
、
二
七
0
件
の
な
か
で
、

成
年
の
子
女
が
な
い
。

る
離
婚

一
、
九

表25
(45) 

外国人夫との離婚当時、20オ未満の子女の有無別離婚

（単位：件，％）

計 〗扉罹：日本中国 米国 パキスタンカナダ 訪うティ汎 台湾 その他

計＊ 2,270 100 0 l, 525 319 238 33 30 17 12 96 

子女（有） 220 9 7 103 30 45 2 7 2 7 24 
------ --- ---_ ----•-

．~ーロ ---- --
--------- -------- --------------------------------

1名 148 6 5 68 18 31 2 5 4 20 

2名 59 2 6 28 ， 14 2 l 2 3 

3名 13 0 6 7 3 l l l 

子女（無） l. 964 86 5 l, 346 285 190 30 23 15 5 70 

＊未詳を含む
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そ
の
後
、
第
三
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
現
在
、

い
ず
れ
の
先
進
諸
国
に
お
い
て
も
離
婚
は
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

は
国
際
結
婚
と
離
婚
の
占
め
る
比
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
や
韓
国
に
お
い
て

特
に
、
韓
国
に
お
い
て
は
、
韓
国
の
経
済
産
業
発
展
の
歴
史
に
伴
っ
て
、
国
際
結
婚
と
離
婚
の
占
め
る
比
率
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

ま
ず
一
九
四

0
年
代
半
ば
の
朝
鮮
戦
争
か
ら

一
九
七

0
頃
ま
で
の
冷
戦
時
期
は
、
米
軍
の
占
領
時
期
も
重
な
る
と
い
う
特
殊
環
境
に
よ
っ

て
国
際
結
婚
な
る
も
の
が
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
米
国
人
と
韓
国
人
と
の
間
に
養
子
縁
組
な
ど
も
盛
ん
に
始
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、

分
か
る
。

一
九
六
五
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
に
な
る
と
、
多
く
の
日
本
の
輯
国
へ
の
経
済
進
出
に
よ
っ
て
、

そ
の
問
題
の
重
大
性
の
一
例
と
し
て
は
、

結
び
に
代
え
て

二
0
0
六
年
に
お
け
る
離
婚
事
件
で
、

日
本
人
と
輯
国
人
と
の

国
際
結
婚
が
増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
両
国
の
戦
前
か
ら
の
歴
史
的
な
特
殊
関
係
か
ら
国
際
結
婚
や
離
婚
が
増
加
し
て
い
た
。

一
九
六
五
年
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
始
ま
り
、
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
遣
に
よ
っ
て
、
韓
国
軍
人
と
ベ
ト
ナ
ム
女
性
と

の
国
際
結
婚
離
婚
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
子
供
の
扶
養
問
題
、
慰
謝
料
な
ど
で
紛
争
が
増
え
て
行

っ
た
。

中
国
人
・
ロ
シ
ア
人
と
輯
国
人
と
の
国
際
結
婚
は
一
九
九

0
代
の
韓
国
の
北
方
政
策
に
よ
る
国
交
正
常
化
以
降
で
あ
り
、
同
時
に
、
韓

国
の
経
済
発
展
に
よ
る
ソ
連
進
出
と
、
そ
れ
に
伴
う
大
勢
の
経
済
関
係
に
携
っ
て
い
る
人
々
や
ロ
シ
ア
留
学
生
に
よ
っ
て
国
際
結
婚
と
離

(46
)
 

婚
が
激
増
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
地
域
の
国
際
化
は
、
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
輯
国
に
お
け
る
国
際
結
婚
と
離
婚
を
激
増
さ
せ
て
、
輯
国

や
日
本
お
よ
び
中
国
社
会
に
多
く
の
渉
外
的
紛
争
事
件
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

二
0
オ
未
満
の
子
女
を
持
っ
て
い
る
日
本
、
中
国
、
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こ
う
い
う
国
際
的
環
境
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
渉
外
的
な
紛
争
を
単
に
裁
判
に
よ

っ
て
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
機
関
を

設
置
し
、
国
際
的
な
次
元
で
の
裁
判
外
紛
争
を
図
る
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
緊
急
な
課
題
の

―
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注(1
)
こ
の
論
文
は、

二
0
0
七
年
一

0
月
二
八
日
、
束
京
の
大
東
文
化
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
が
主
催
し
た

「東
ア
ジ
ア
裁
判
外
紛
争
解
決
機
構
化

(E
A

A
D
R
)」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
‘
―

つ
の
試
論
と
し
て
発
表
し
た
も
の
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

(2
)
「国
勢
調
査
j

二
0
0
五
年
。

(3
)
「読
売
新
聞
j

二
0
0
六
年
八
月

―
一
日
。

(4
)
こ
れ
と
の
対
比
で
、
今
後
、
日
本
に
お
け
る
国
際
結
婚
と
離
婚
の
現
状
を
分
析
し
、
日
・
韓
両
国
に
お
け
る
判
例
を
比
較
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

(5
)
詳
細
に

つ
い
て
は
、
内
田

貴
、
『民
法

W
、
親
族

・
相
続
j

二
0
0
八
年
六
月
二
0
日
補
訂
版
、
一
七
頁。

(6
)
内
田

貴
、
一
九
頁
、
p
p
1
2
3
 ff.

ま
た
、
小
論
の
主
な
目
的
は
、
法
的
紛
争
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
主
に
離
婚
問
題
に
関
し
て
論
じ
る
こ
と
に

な
る
。

(7
)
内
田

貴
、

一
三
二
頁
、
二
九
五
頁
。

(8
)
内
田

貴
、
「上
掲
書
j

二
九
五
頁。

(9
)
韓
国
民
法
第
八
四

0
条。

(10
)
大
法
院
、
二

0
0
0
年
九
月
五
日
付
先
告
九
九
ム
一
八
八
六
判
決
。

(11
)
大
法
院
二
0
0
六
年

一
月
一

三
日
付
き
、
宣
告
二
0
0
四
ム
一

三
七
八
判
決
。

(12
)
「二

0
0
七
年
離
婚
統
計
」
（斡
国
統
計
庁
、

二
0
0
八
年
）。

(13
)
『上
掲
書
j

(14
)
同
上

米
国
と
翰
国
人
と
の
間
に
行
わ
れ
た
離
婚
で
も
示
さ
れ
て
い
る

（表
25)
。
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(15)
同
上

(16)
同
上

(17)
同
上

(18)
同
上

(19)
同
上

(20)
同
上

(21)
同
上

(22)
同
上

(23)
同
上

(24)
同
上

(25)
同
上

(26)
同
上

(27)
同
上

(28)
同
上

(29)
同
上

(30)
同
上

(31)
同
上

(32)
同
上

(33)
同
上

(34)
同
上

(35)
同
上

(36)
同
上

(37)
同
上
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(38)
同
上

(39)
同
上

(40)
同
上

(41)
同
上

(42)
同
上

(43)
同
上

(44
)
同
上

(45
)
同
上

(46
)
韓
国
に
お
い
て
は
、
最
近
、

農
村
に
お
け
る
村
長
が
四
ヶ
国
を
話
す
、
と
い
う
笑
い
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
”
村
“
の
な
か
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
の
女
性
が
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
全
羅
南
道
の
場
合
、
二

0
0
六
年
に
同
道
に
嫁
入
り
し
た
外
国
人
女
性
は
、
ベ

ト
ナ
ム
が

一
、一

八

六
名
、
中
国
七
三
四
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
―

―
名
な
ど
で
合
計
二
、
二
五
二
名
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一

方
、
国
際
結
婚
が
多
く
な
る
と
国
際
離
婚

も
増
え
て
い
る
。

国
際
結
婚
は
二

0
0
1
―一年
に
二
万
八
、
四
六
八
組
で
あ
っ
た
が
、

三
年
後
で
あ
る
二
0
0
六
年
に
三
万
九
、

0
七
一
組
で
、

三
七
・
ニ
五
％
増
え
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
が
、
同
期
間
中
の
国
際
離
婚
は
二
、
七
八
四
組
か
ら
六
、
一
八
七
組
で
、
ニ
ニ
ニ
・
ニ
三
％
増
え
た
計
算
に
な
る
。
『
毎
日
経
済
』
、
二
0
0
七

年
四
月
一
五
日
。
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（付録 1)

表 1 種類別離婚および普通離婚率： 1883~2007年

実数 割合(%)

普離(婚％。通率) 年次
総数協議調停審判和解認諾はぢ 協藷調停審判は晶

1883 127, 163 3 38 
1890 109,088 2 73 
1900 63,828 1 46 
1910 59,432 59,019 413 99 3 0. 7 1 21 
1920 55,511 55,061 450 99 2 0. 8 1 00 
1925 51,687 51,315 37 99 3 0. 7 0 87 
1930 51,259 50,881 378 99 3 0. 7 0 80 
1935 48,528 48, 134 394 99 2 0. 8 0 70 
1940 48,556 48, 187 369 99 2 0. 8 0 68 
1947 79,551 79,415 136 99 8 0. 2 1 02 
1950 83,689 79,955 3,276 25 433 95 5 3. 9 0 0 0. 5 1 01 
1955 75,267 69,839 4,833 27 568 92 8 6. 4 0 0 0. 8 0 85 
1960 69,410 63,302 5,413 43 652 91 2 7 8 0 1 0. 9 0 75 
1965 77, 195 69,599 6,692 41 863 90. 2 8. 7 0 1 1 1 0 79 
1966 79,432 71, 168 7,314 41 909 89 6 9. 2 0 1 1 1 0 81 
1967 83,478 74,843 7,719 62 854 89 7 9. 2 0 1 1 0 0 84 
1968 87,327 78, 181 8. 177 85 884 89 5 9. 4 0 1 1 0 0. 87 
1969 91,280 81,883 8,391 84 922 89 7 9. 2 0 1 1 0 0 90 
1970 95,937 85,920 8,960 64 993 89 6 9. 3 0 1 1 0 0 93 
1971 103,595 92,892 9,576 57 1,070 89 7 9. 2 0 1 1 0 0 99 
1972 108,382 97,068 10, 175 69 1,070 89 6 9. 4 0 1 1 0 1 02 
1973 111,877 100,353 10,325 69 1, 130 89. 7 9. 2 0 1 1 0 1 03 
1974 113,622 101,988 10,391 50 1, 193 89. 8 9. 1 0. 0 1 0 1 03 

1975 119, 135 107, 138 10, 771 54 1, 172 89. 9 9. 0 〇.0 1 0 1 07 
1976 124,512 111,207 11,924 39 1,342 89. 3 9. 6 0. 0 1 1 1 11 
1977 129,485 115, 733 12,277 54 1,421 89. 4 9. 5 0. 0 1 1 1 14 
1978 132, 146 118,212 12. 355 40 1,539 89. 5 9 3 0. 0 1 2 1 15 
1979 135,250 121,063 12,529 42 1,616 89. 5 9 3 0. 0 1 2 1 17 
1980 141,689 127,379 12,732 46 1,532 89. 9 9 0 0. 0 1 1 1 22 
1981 154,221 139,233 13,333 31 1,624 90. 3 8 6 0. 0 1 1 1 32 
1982 163,980 148,253 13,931 31 1,765 90. 4 8. 5 0. 0 1 1 1 39 
1983 179, 150 163,607 13,689 54 1,800 91 3 7 6 0. 0 1 0 1 51 
1984 178, 746 163. 209 13,617 63 1, B57 91 3 7 6 0. 0 1 0 1 49 
1985 166,640 151,918 12,928 59 1,735 91 2 7 8 0. 0 1 0 1 38 
1986 166,054 151,079 13, 196 50 1,729 91 0 7 9 0. 0 1 0 1 37 
1987 158,227 143, 735 12,830 39 1,623 90. 8 8 1 0.0 1 0 1 30 
1988 153,600 139,296 12,727 48 1,529 90. 7 8 3 0.0 1 0 1 26 
1989 157,811 142,612 13,610 51 1,538 90. 4 8 6 0.0 1 0 1 29 
1990 157,608 142,623 13,317 44 1,624 90. 5 8 4 0 0 1 0 1 28 
1991 168,969 152,963 14,318 76 1,612 90 5 8 5 0. 0 1 0 1 37 
1992 179. 191 162,654 14,837 72 1,628 90 8 8. 3 0. 0 0 9 1 45 
1993 188,297 170,413 16, 131 65 1,688 90 5 8. 6 0 0 0 9 1 52 
1994 195, 106 176, 547 16,725 72 1,762 90 5 8. 6 0 0 0. 9 1 57 
1995 199,016 179,844 17,302 66 1,804 90 4 8. 7 0 0 0. 9 1 60 
1996 206,955 187,856 17,228 72 1,799 90 8 8. 3 0 0 0. 9 1 66 
1997 222,635 202,431 18,341 81 1,782 90. 9 8. 2 0 0 0. 8 1 78 
1998 243, 183 221,761 19, 182 76 2, 164 91 2 7 9 0 0 0. 9 1 94 
1999 250,529 229, 126 19,291 77 2,035 91 5 7 7 0 0 0. 8 2 00 
2000 264,246 241, 703 20,230 85 2,228 91 5 7. 7 0. 0 0. 8 2 10 

2001 285,911 261,631 21,957 81 2,242 91 5 7 7 0. 0 0. 8 2 27 
2002 289,836 264,430 22,846 74 2. 486 91 2 7 9 0. 0 0. 9 2 30 

2003 283,854 257,361 23,856 61 2,576 90. 7 8 4 0. 0 0. 9 2. 25 
2004 270,804 242,680 23,609 152 1,341 14 3,008 90. 1 8 7 0. 1 1 1 2. 14 
2005 261,917 233,086 22,906 185 2,476 19 3,245 89. 0 8 7 0. 1 1 2 2. 08 
2006 257,475 228,802 22,683 121 2,805 17 3,047 88. 9 8 8 0.0 1 2 2. 04 
2007 254,832 225,215 23,476 97 3,243 15 2, 786 88. 4 9 2 0.0 1 3 2. 02 

（人口統計資料集2008)
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（付録2)

表2 親権を行う子をもつ夫妻別離婚数 ：1950~2007年

子どもあ f) 

年 次 総 数 子どもなし
総 数 夫親権が全を児行のう 妻親権が全を行児のう そ の他

実 数

1950 83,689 35,705 47,984 23,376 19,315 5,293 

1955 75,267 29,557 45,710 21,130 18,573 6,007 

1960 69,410 28,958 40,452 18,945 16,859 4,648 

1965 77,195 32,232 44,963 20,328 20,205 4,430 

1970 95,937 39,254 56,683 22,805 28,902 4,976 

1975 119, 135 44,467 74,668 25,162 43,259 6,247 

1980 141,689 45,934 95,755 24,616 64,375 6,764 

1985 166,640 52,959 113,681 25,094 81,395 7,192 

1990 157,608 58,790 98,818 22,389 70,554 5,875 

1995 199,016 76,949 122,067 22,817 93,326 5,924 

2000 264,246 106,947 157,299 24,445 126,334 6,520 

2005 261,917 107,813 154, 104 23,154 125, 174 5,776 

2006 257,475 107,425 150,050 22,319 122,281 5,450 

2007 254,832 110,074 144,758 22,049 117, 372 5,337 

割 合 （％）

1950 100. 0 42. 7 100 0 48. 7 40 3 1 1 0 

1955 100. 0 39.3 100. 0 46 2 40.6 13. 1 

1960 100. 0 41. 7 100 0 46.8 41 7 11 5 

1965 100. 0 41. 8 100.0 45.2 44 9 9.9 

1970 100.0 40.9 100.0 40.2 51. 0 8 8 

1975 100. 0 37.3 100 0 33. 7 57 9 8.4 

1980 100. 0 32 4 100 0 25. 7 67 2 7. 1 

1985 100 0 31. 8 100. 0 22. 1 71. 6 6.3 

1990 100.0 37 3 100. 0 22. 7 71.4 5.9 

1995 100. 0 38. 7 100 0 18 7 76.5 4 9 

2000 100. 0 40.5 100 0 15. 5 80.3 4. 1 

2005 100 0 41. 2 100 0 15. 0 81.2 3. 7 

2006 100. 0 41. 7 100 0 14.9 81.5 3.6 

2007 100 0 43.2 100. 0 15. 2 81. 1 3. 7 

（人口統計資料集2008)
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（付録3)

離婚関係の調停・訴訟事件数

表3 婚姻中の夫婦間の調停事件数（離婚が主であるがそれ以外の事件も含む。ただし、
婚姻費用分担、子をめぐる事件等乙類事件は含まない。）

年 次 新受件数

1949（昭和24) 11,818 

1955 (// 30) 13,961 

1965 (// 40) 22,735 

1975 (// 50) 39,578 

1985 (// 60) 43,853 

1999（平成11) 52,885 

2000 (// 12) 55,560 

2001 (// 13) 59,005 

2002 (// 14) 61,001 

2003 (// 15) 62,526 

2004 (// 16) 59,868 

2005 (// 17) 57,818 

2006 (// 18) 56,537 

2007 ( ~ 19) 57,522 

2008 (// 20) 55,935 

表 4 人事訴訟事件（離婚が主であるがそれ以外の事件を含む。人事訴訟法2)

年次（家裁移管後） 新受件数

2003（平成15) 8,082 

2004 (4-16) 11,423 

2005 (// 17) 11, 012 

2006 (1- 18) 11,342 

2007 (// 19) 10,718 

（表3,表4は司法統計年報による）


